






研究目的 

後障害なき救命を究極の目的とする新生児・未熟児の医療は,ここ数年の間にも,肺サーフ

ァクタントの開発による呼吸管理の改善,心エコーなどを駆使しての循環管理,さらに栄養

の管理,体液の管理,等など一般と進歩改善がみられており,本心身障害研究の新生児管理

における諸問題の総合的研究班の研究成果として報告されている。これらの研究成果をも

とにして,全国の各地において日夜多くの新生児・未熟児医療に携わる者の努力があり,わ

が国の新生児死亡率は国際間の比較においても1,2位を占めるに至っている。しかし,出生

後の胎外生活への適応の重要な時期を集中治療により乗り切った児が,その後,長期間に亙

り必要な集中治療の間に合併する重症感染症により不幸な転機をとるに至ることが少なく

ない。新生児・未熟児医療における感染症に対する問題は,以前から重要視されており,そ

の対策も行われてはいたが,未だ解決を見ない重要な課題の一つでもある。われわれが 3

年間に亙り取り組んだ分担研究課題である新生児の感染症に関する研究もその意味におい

てのものである。 

われわれは,新生児感染症の早期診断のために新生児感染症の迅速診断法の確立に関する

研究(後藤),新生児感染症の治療としての発達薬理学的研究として抗生物質投与時の腸内

細菌叢の変動の研究(吉岡),免疫学的治療に関する研究(岩瀬)を,ついで,ウイルス感染症

では,多くのウイルスがあるが,最も一般的と思われるエンテロウイルス感染症に関する研

究(鳥居)を,産道感染症としては,近年注目されているクラミディア・トリコマティスの諸

問題に関する研究(関)を,最後に,NICU における新生児感染症の予防に関する研究として

は,母子相互作用の点からの研究(中島)および施設設備面からの研究(柴田)を行った。以上

のように,新生児感染症に関しての全てを網羅することは出来なかったが,各々の課題にお

いて研究を重ねることにより,新生児感染症の予防を計るとともに,不幸にして感染症に罹

患した児においても早期診断の下に,早期に最も適切な治療を行って,最初にも述べたよう

に後障害のない救命を計るための一助とするものである。 


